
シャドウバンド観測について
石川 勝也

[1]はじめに

私が初めて日食観測に行こうと思ったのは83年のインドネジア日食のときでした。しガし，

勤務の関係からあきらめ， 89 年のフィリピン一小笠原日食が初挑戦となりました。 このときはフ

ィリピンに行きましだが、 運悪く曼られました。

初めて観測できだのは91年のメキジコ日食で， これは快晴でだくさんの成果tJありましだ。

ジャドウバンドのピデオによる観測もこのときに成功しました。

そして， 95 年のタイ日食でも快購にめぐまれ， ジャドウバンド観測に成功しました。 以下は観

測の方法と理論について， 私なL）にまとめたものです。合後の観測の参考にしていただけたら

と思っています。

[2] 観測の方法

これはいたって簡単で， 畳一枚程度の大きさの白いジ ー ツを広げてあいて ， 三脚に固定した

ピデオカメラで上から撮影するだけです。 最初のフィリビ‘ノの時は暗いところでも撮影可能な力

メラがなかなか手にはいらなガったのですが合のカメラならだいてい写るでしょう。注意点

としてはオ ー トフォ ー カスのスイッチを切ることくらいです。切り忘れるとジ ー ツにピントがあわ

なくて勝手にフォ ーカスのモ ータ ー ガまわってしまいます。 ジ ー ツに30cm程度ごとに折り目をつ

けてあくとあとで見たときのスケ ー ルとなって便利です（ただんだときにできる折り目で充分で

す）。 あと． 南北か東西の方向にジー ツの長辺を向けてあくとあとで方向を分析するときに役立

ちます。

この観測は基本的には皆既の10分くらい前にカメラをスタートさせれば， あとは放つてあ

いてもよいので人手はいりません。 ピデオカメラと三脚とジ ー ツさえあれば誰でもできます。 も

っとも， 撮影用の機材以外にこれらを持って行くのは重くて大変ですtf。

[3]シャドウバンドとは

皆既日食の直前または直後に地面や壁などに見られる薄暗いひものような影のことで， ゆら

ゆらと波のように動いて見えます。 皆既食の直前か直後にしか見られないということは ， 太隔

が爪のように細くなったときにのみ現れるということです。 原因については ， 光の干渉によって

起きるとか上昇気流によって起きるとガ昔からいろいろといわれていますがはつきりしたこ

とはよくわガつていないようです。

[4] メキシコでの観測結果

観 測 地：メキジコ ラバス（カリフォルニア半島の先端近く）

カ メ ラ： SONY CCD-F300
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出現時間：皆既前 11時46分20秒~ 47分27秒(67秒間）

皆既後 11時54分08秒~ 54分40秒(32秒間）

よ うす：皆既前 46分20秒にモヤモヤと見え始め， 46分40秒には流れるように見えまし

だ。 46分50秒にまわL）で見ていだ人が気づき， 47分10秒には直線状に

見えました。 47分20秒にははつきリと見えましだが47分27秒には消

えましだ。

皆既後 54分08秒に直線状にはつきリ見え始め， 54分40秒にはわからなくなL）

ましだ。
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ジャドウバンドは皆既の前後で2回とも接触部分の接線万向に平行なしま模様が西ガら東へと

流れるように見えましだ。 移動速度については第3接触時も西から東へまっすぐに動いだと考

えれば0.6 m/sとなっ て第2接触時と同じであることになります。 上図は地面にひろげたジ 一

ツを裏側からみだところとして描いてあります。

[5]タイでの観測結果

観測地：タイ ナコソサワン（バンコクの北万）

カメラ： SONY CCD-TR3

出現時間：皆既前 10時46分05秒~47分08秒(63秒間）

皆既後 IO時48分43秒~ 49分15秒(32秒問）

よ うす：皆既前 46分20秒にモヤモヤと見え始め， 46分40秒には流れるように見えまし
'

た。

皆既後 48分43秒にモヤモヤと見え始めだもののあまリはつきL）せず, 49分）5
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秒にはわガらなくなリましだ。

〖

O
滓

Jヒ

東十 冒
（図2) し、‘

ー＼、＼
 

ヽ

ヽ`
‘

i

 

�

ヽ

＼＇ ·
ー

＼
ヽ

ヽ

＼
 

ヽ

‘

ヽ

．
、

、
し

、-

、

\
\

ぁもり1わきりしない

（図2はひろげたジー ツを裏側ガら見だところです。）
第2接触前は， はつきりと見え， 移動のようすもわか）ました。
第3接触後は， 移動のようすはわからず， モヤモヤした感じに見えるだけでしだ。

[6]考察

ジャドウバンドの原因は， 太陽が細くなって線状になったために ， 大気のゆらぎが地面には
つきリと投影されたものではないかと考えています。

過去2回の日食の皆既前と皆既後の合計4回について， いずれも月と太陽の接触部分の接線
方向にジャドウバンドガのびていたのは偶然とは思えないので， 太陽が細くなったとき その
太陽ののびている方向にジャドウバンドものびていると考えられます。

では なぜその万向にのびているかということですがそれはあそらく密度ムラガ細くのび
た太陽を投影しているからだと思います。 木漏れ日が日食時にかけているのと同じ理由で， 密
度ムラによる明暗の模様も細くなっだ太陽を投影していて， それが重なリあって全体としては縞
模様になるのではないでしょうか。

縞模様が移動して見える理由は屈ガ吹いているためだと思います。 メキジコでの測定結果の
0.6 rn/sという値も風速と思えば納得できる値です。 いつも縞と直角の万向に移動しているの
はなぜかと思うかもしれませんが平行な縞模様ガ動いているので ， 別に直角万向に動いてい
なくても人間が直角万向に動いているように見ているだけだと思います。 まだ 常に月が進む
方向へ動いているわけでもなく， タイでは月が進むのと逆の方向に動いていましだ。 このこと
は， 移動万向が月の動きとは関係なく， 固のようにランダムなものに影響を受けていることを
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示唆しています。 事実小笠原日食でジャドウバ‘ノドを見た人の話によれば ， 縞ののびている

方向に蛇ガのたくつて進むように縦に移動していだという報告もあります。

[7]実験

スライドプロジェクタを光源として， スクリ ーンにジャドウバンド状のものを実際につくること

ガできるガどうかやってみました。 スクリ ーンの手前にはホットプレートやファンヒ ータなど空気

の密度差をつくりだすようなものを器きます。

ます図4の左図のようにスライドプロジェクタに縦のスリットをつけると ， 縦の上昇流である

ホットプレートの万は縞状のもようがよく見えましたがファンヒ ータの万からの気流はよくわ

ガリませんでした。
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次に． 図4の右の図のように横のスリットを使用すると逆にファンヒ ー タの万からの気流ガ横

向きの縞状によく見えましだ。

つまり， 密度ムラが線状であっだ場合 ， スリットの万向との相性によって見えやすかったり見

えにくかっだL）ということがあることがわか）ます。 これは あそらく図のようにムラガ投影さ

れるときにスリットののびた方向に明暗をつくりだすためであろうことガ想像されます。

以上ガら考えて． ジャドウバンドはあそらく日射による空気の密度差ガ上空の風に流されてい

るのが細くなった太陽によって投影されたものであると思います。

[8]おわりに

なにぶんまだ2回の観測結果しガないので， これ以上のことがわガリません。 合後の観測

によってもっとわかればいいと思っています。 あるいは． 私のほガにも観測した例ガあれば，

ぜひ見せていだだきだいと思っています。 よろしくあ願いします。

合後の問題としては， もしもジャドウ/'iンドが密度ムラでできるとしたら， 室内のような安定

しだところでも見られるかあるいは真空中で見られるか大気外では見えないのではないか

などといったことが考えられます。

まだ． 縞模様の移動方向や速度がもっと広い範囲ではどうなっているのかにも興味がありま

す。 回折や干渉なら規則的でしようが密度ムラなら不規則でしょう。 その点合度の日食は雪

原で起きるらしいので， ちょっと高いところから広い範囲をうつすと面白いガもしれません。 少

しはなれだところでの2点観測もいいと思います。

それから ， 第2接触前よL）第3接触後のほうが見えづらいのは0よっとすると日射ガ弱まった

だめに密度ムラが小さくなつだだめかもしれません。 合後の日食でも， 常にそうなっているの

ガに興昧があります。

私としては， 次の日食でどう見えるのかに興昧があるのですが残念ながら都合がつきそう

もなく， あきらめようガと思っているところです。 観測されだ万はぜひ報告してほしいと思って

います。 よろしくあ願いします。
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